
旦過思い出写真

わたしと旦過
～写真と想いでつなぐ旦過の記憶～

に寄せらた
『旦過市場』の

写真やエピソード



旦過思い出写真

北九州市に30年以上住んでいますが、

初めて子どもを連れて旦過市場に行きました！

市場でお使いごっこをして楽しんだのですが、

色々買った中でも4歳児が一番美味しい！

と言ったものが初めて食べた

「ぬかだき」でした。普通の買い物が、

こんなに楽しい思い出になるとは...!

市場の入り口にある丸和のマーク。

丸和前ラーメンというお店もあるぐらい

旦過の象徴とも言えるのではないかと思います。

旦過市場のかつて地図が書かれている写真。

今は変わった部分がかなりありますが

昔の記憶を呼び起こす場所になっています。



旦過思い出写真

旦過市場は快活と哀愁が

入り混じった人間生活の根本を

肌身で感じられる場所です。

前に北九州に行った時に

旦過市場の裏から撮影した写真。

川の上に建造物を建てているという姿は

なかなか見ることがないため写真を撮りました。

旦過市場付近でとてもレトロな

コインランドリーを発見。

昭和の雰囲気を思い出させるような場所でした。



旦過思い出写真
北九州の大学に通う息子に連れて行って貰いました。

20になったぐらい時に先輩に初めて連れて行ってもらった角打ちが

あかかべでした。お酒も飲み始めたばっかりでしたが、

常連さんもいてすごくアットホームな空間だったのを今でも忘れません。

今は、青空市場にて営業されているとネットニュースで見たため、

また行きたいと思います。

旦過市場付近でとてもレトロな

コインランドリーを発見。

昭和の雰囲気を思い出させるような場所でした。

火災前に撮影した小倉昭和館。

現在では、綺麗にリニューアルされて

営業を続けれています。

昔のあの雰囲気をもう楽しめないというのは

少し残念ですが、新しい歴史を刻んでいってほしいです。



旦過思い出写真

地元は長崎で、よく釣りにも行っていたので、

新鮮な魚を見て思わず一枚パシャリ。

数年前にタイを買って帰り自宅で料理して

食べたのがおいしかったです。

手打ちうどんで何度も食べに行ったことのある旦過うどん。

飲み会終わりの友人が撮影した写真が

こんなに遅くまで頑張っているんだと思い、

私も負けずに頑張ろうと思いました。

お体に気をつけてこれからも営業していただきたいです。

雪の日の旦過



旦過思い出写真
かなり前に、市場に来たらドリアンが

売っていてびっくりしました。

買ってはないですがドリアンの味を

店主さんが語ってくれたのは私の印象に残っています。

幼稚園の頃から親に連れられて56年経ちました。

慣れた景色ですがホッとする好きな場所でもあります。

以前、旦過市場近くに住んでいた時に

仕事帰りに撮影しました。

建て直す前の小倉昭和館の1番シアター入口での写真です。

何度かで映画を見ました。



旦過思い出写真

凄く雰囲気があってレトロ感あって好きな路地だったんですよココを抜けると旦過市場



旦過思い出写真
11月23日友人と久しぶりに旦過市場へ古き良き時代もありつつ

新しい時代の風も感じるまだまだ元気で居てほしい街並みです

北九州・旦過市場はいま、100年に一度とも言われる

大規模再整備の真っただ中です！

「北九州の台所」として親しまれてきた市場は、

新たな商業施設とともに生まれ変わろうとしています。

北九州市は「ひらけ旦過！」を合言葉に、

歴史と記憶を未来へつなぐプロジェクトを展開中！

思わず写真を撮ってしまった風景です。

北九州に住んで長いですがこんなところに般若がいたとは・・・。
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旦過市場 2021年10/24この時はまだカメラも無く構図も全く考えてない時代でした。昔の大学堂付近だと思います。
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レトロな看板を撮影しました。かなり古いものみたいですが、大切に使用されていたため綺麗な状態で残っていました。

火災の影響でなくなってしまったものもありますが、貴重な財産だったのではないかと感じています。
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北九州の知り合いに会いにきた時に、友達の子どもを旦過市場で撮影した一枚です。

映画のエキストラで一日中旦過市場で撮影した時の写真です。

すごい俳優さん達が何度も旦過市場を

行ったり来たりしてましたかっこよかったです。

旦過市場が新しくなるのはちょっと寂しいな

1年に何度か小倉に私は帰省しています。昨年は会えなかったのですが、

写真の猫ちゃんに会いに旦過市場には、毎回帰省の度に通ってきます。

今年も今日ちょうど小倉に着きましたので会いに行ってみようと思います。



旦過思い出写真
30年前に、神奈川から

一家で北九州に移り住み、都会で1人暮らし、

写真が趣味の母が良く遊びにきていました。

母の自宅側には市場が無く、

市場に行き店の人との会話を楽しんでいました。

母が、市場を背に、てんじんじまばし、

建物を一面をうめつくすように咲いてある植木の花を

撮影した写真です。

今では写真の風景もだいぶ変わり、寂しく思います。

再開発されても、

人と人との会話や笑顔が絶えない市場に

なったら良いと思います。

もうそれはむかしむかしのこと。

まだ一家に一台（車）ということはなくかと言ってバスの利用者が多いわけでもなく、車内には祖母と私。

街中からかなり離れた田舎で停まることを急に思い出してブレーキ！

軽めだった私の体重は前につんのめり前座席の後ろに額をぶつける。

恐縮とお詫びの嵐に祖母が大丈夫ですよ、

と旦過市場で買ったシジミの袋を押し当てて冷やす。

ソレのほうが痛くてありがいやら痛いやらの思い出。笑みがこぼれる。



旦過思い出写真
思い出のバーで撮った写真。

いつも山積みの果物から作るカクテルが

とても美味しかったです。

ママさんお元気なのでしょうか。



旦過思い出写真

北九州へ引っ越してきた時、初めて旦過市場へ足を運び、

その活気ある風景に元気付けられたのを今での覚えています。

旦過市場をぶらりフォトウォーク。



旦過思い出写真

家内側の従兄弟会を小倉で実施しました。宿の広間で二次会。

つまみに旦過市場、宇佐美のぬかだきを購入していました。

柳川ぬかだきは存在はみな知っていましたが食べたことがないと。

初体験のぬかだき男性陣はこれは日本酒に合う、美味い！

女性陣は、わー白いごはんが欲しい！あっと言う間になくなりました。

ぬかだきは他の地域の方に自信を持って勧められるものと実感！

宇佐美で買った訳はぬかだき姫、いるかな、でした。



旦過思い出写真

初めて終電を逃し朝まで飲み明かしたお店があった場所。

たくさんの人に励まされ、

慰めてもらい仕事や人生の頑張りを教えてもらった場所。

また、あの頃に帰れたらな〜



旦過思い出写真

たまたま通りかかった際に撮影しました。

かわいい絵だったので。今もあるのでしょうか？



旦過思い出写真

以前近くのホテルに宿泊し、何気なく撮影いたしました。

火事に見舞われる前に近くのホテルに宿泊し、撮影いたしました。何かのお役に立てれば嬉しいです。



旦過思い出写真
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二度目の火災から数日後、顔なじみのお店のことが気になり旦過に出かけた。

店は立ち入り禁止区域の中だった。変わり果てた市場の様子に愕然とした。

「こんなことをしても仕方ないんだけど」そう思いながらも、立ち入り禁止区域外を歩きながら旦過市場の写真を撮った。

どこか不謹慎な思いもあったが、いいようのない思いがこみ上げ、シャッターを切らずにはいられなかった。

今日ここで感じたことを残すという衝動に駆られて。

小倉に出ると、旦過市場の散策を楽しんでいます。

季節の食材、店先のかけ声、買い物客と店主の会話・・・。

旦過市場ならではの変わらない風景、活気ある雰囲気の中の散策は、ここでしか味わえない醍醐味。

ふと昭和にタイムスリップしたような異空間を思わせる中央市場はお気に入りのコースでした。

十余年、旦過へ出かけるたびになんとなく撮っていた写真を振り返り、「いつか写真展をやってみたい」、

そんなことを思いました。



旦過思い出写真
私の所属するダンスパフォーマンス集団

イマ☆タカdance family selectionで、

2018年グレイティスト・ショーマン、

2019年メリーポピンズで出演させていただいた時の写真です。

映画から飛び出したかの如く、

観客のみんなさんの前で踊らせていただいて、

とても楽しんでいただけました。

控え室として2階のお部屋も使わせて頂き、

とても思い出深い経験となりました。

私の所属するコミュニティダンスチーム

赤シャツダンサーズで出演させていただいた時の写真です。

映画と映画の幕間に踊らせ頂きました。

映画館で踊るというとても希少な機会でしたが、

お客様も館長も一緒に踊っていただき、

楽しい思い出となりました。

昭和の雰囲気を残した市場映画や

ドラマのロケ地としても使われる事も多かったようです。

２０１６年の秋、ボランティアエキストラで参加したハリウッド映画

１１月でしたが、深夜ロケでとても寒い日でした。

撮影の『出待ち場所』は、高齢女性が営む、

スナック？スタンバイしてた物の、

なかなかスタートしなく

『寒いやろ！温かいお茶飲み！！』

ママさんが出して下さった緑茶。温まりました。



旦過思い出写真
関東から北九州市に引っ越して来た時にどこで買い物をするか散策で旦過市場を通った時に、

フグ刺しを見つけ関東では高級魚なので特別な時しか食べられないと思っていたので、

買って帰ろうとしたら値段にも驚きました。1パック3000円かと思ったら300円で感激して毎日買って帰り、

フグ刺しを楽しんでいました。

季節によってオコゼやサンマなど珍しい魚のお刺身も楽しみ、物価高の今になっては出来ませんがよい思い出です。

「かったん市場んごたっとこがあるけん、小倉はよかとこじゃなかきゃ？」

転職のために北九州市に転居した自分を心配し、様子を見に来た父の言葉です。

「旦過」市場の話でした。亡くなるまで「かったん市場」と信じていたようです。

だから自分にとっては「旦過」市場ではなく「かったん」市場ですが、北九州で楽しく過ごしています。
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旦過思い出写真

「わたしと旦過～写真と想いでつなぐ旦過の記憶～」に

投稿いただいた皆様、ありがとうございました。

これからも、北九州の台所“旦過市場”の

歴史・暮らし・未来をひらいていきましょう。

ひらけ旦過！




